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日本臨床腫瘍学会会員各位 

 

日本臨床腫瘍学会（JSMO）においては、利益相反管理として、2015年1月以降、「ガイドライン委員会・教育

委員会・利益相反問題管理委員会・倫理委員会・保険委員会（2015年8月より追加）」の4委員会への就任

に際し、個人の医業収入以外の収入の上限を「1社あたり年間300万円」（旧基準）してきました。 

2017年4月より、JSMOもその分科会である日本医学会より、「診療ガイドライン策定参加資格基準ガイダ

ンス」が公表され、Clinical Practice Guideline (CPG)統括委員会、CPG策定委員会、システマティックレビュ

ーチームの参加資格として、表１にある基準額が推奨されております。 

 JSMOにおきましても、次回選挙後から上記4委員会およびガイドライン策定者、教育講演等の演者委嘱

について、表1の基準（新基準）を踏襲することといたしました。また、その際に過去3年間のCOIが審査され

ますが、委嘱の可否の基準につきましては、表2のように段階的に新基準を適応していきたいと考えており

ます。ただし、今後策定していくガイドライン（2017年4月時点で委員が決定されていないものを含む）の策

定委員については、新基準にて委嘱の可否を判断させていただきます。 

 JSMOでは、確定申告に合わせて毎年のCOIを調査させていただいておりますが、2018年以降も学会の

円滑な活動のためにも、COI状態の回避をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

就任資格条件

可能 可能

可能

個人収入 4 . 講演料 50万円/企業/年 50万円≦　　＜100万円 100万円≦　　＜200万円 200万円≦
5 . ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄなど執筆料 50万円/企業/年 50万円≦　　＜100万円 100万円≦　　＜200万円 200万円≦
6 . 受入れ研究費 100万円/企業/年 100万円≦　　＜1000万円 1000万円≦　　＜2000万円 2000万円≦
7 . 奨学寄附金 100万円/企業/年 50万円≦　　＜500万円 500万円≦　　＜1000万円 1000万円≦
9 . その他の報酬（接遇） 5万円/企業/年 5万円≦　　＜20万円 20万円≦　　＜50万円 50万円≦

組織COI＊2 6 . 受入れ研究費 1000万円/企業/年 1000万円≦　　＜2000万円 2000万円≦　　＜4000万円 4000万円≦

7 . 奨学寄附金 200万円/企業/年 200万円≦　　＜1000万円 1000万円≦　　＜2000万円 2000万円≦

金額区分③

委員就任＊１

CPG策定委員長(副委員長)

*1：CPG統括委員会、CPG策定委員会、システマティックレビューチーム
*2：組織COI：所属する講座または部門の長が受け入れている場合の金額区分（企業/年）

表１　　CPG統括委員会、CPG策定委員会、システマティックレビューチームに参加する者の資格と項目別規準額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本医学会　診療ガイドライン策定参加資格基準ガイダンス）

COI 申告項目 開示基準額 金額区分① 金額区分②

審査年 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

2017 旧 旧 旧

2018 旧 旧 旧

2019 旧 旧 新

2020 旧 新 新

2021 新 新 新

申告すべきCOI（該当年）

表２　　2017年以降のCOI審査基準



 

参考資料 

診療ガイドライン策定参加資格基準ガイダンスより引用 

 

 

 


